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研
修
医
症
例
発
表
会
 

 
研
修
医
出
席
必
須
で
す
 

 
毎
月
第
３
木
曜
日
１
８
時
１
５
分

よ
り
、
研
修
医
症
例
発
表
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
症
例
発
表
会
は
、

研
修
医
が
自
ら
運
営
す
る
こ
と
と
し

て
、
新
臨
床
研
修
制
度
開
始
の
平
成

１
６
年
度
よ
り
始
ま
り
、
第
１
２
１

回
を
数
え
ま
す
。
 

 
研
修
医
全
員
出
席
が
必
須
で
あ
り
、

ま
た
出
席
状
況
は
初
期
研
修
修
了
を

判
断
す
る
臨
床
研
修
管
理
委
員
会
に

報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
し
か
し
夏
以
降
、
研
修
医
の
出
席

数
が
少
な
く
、
ま
た
研
修
医
に
よ
る

発
言
、
討
論
も
な
い
こ
と
を
指
導
医

の
先
生
方
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
 

 
従
前
よ
り
こ
の
研
修
医
症
例
発
表

会
は
、
他
の
業
務
に
優
先
し
出
席
す

る
こ
と
と
病
院
全
体
の
約
束
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
の
場
合
を
除

き
、
自
主
的
に
時
間
厳
守
で
出
席
す

る
よ
う
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
ま
た
１
１
月
よ
り
、
遅
刻
・
欠
席

す
る
場
合
に
は
、
必
ず
教
育
研
修
室

長
に
連
絡
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 
併
せ
て
今
後
は
 

途
中
退
席
等
も
確
 

認
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
入
力
・
レ
ポ
ー
ト
提
出
 

 
 
定
期
的
に
忘
れ
ず
に
！
 

２
年
次
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
希
望
 

 
 
忘
れ
ず
に
提
出
を
‼
 

 
１
１
月
中
に
全
研
修
医
に
対
し
、
中
村
副
院

長
に
よ
る
個
人
面
談
を
行
い
ま
す
。
研
修
に
対

す
る
要
望
や
改
善
事
項
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

こ
と
か
ら
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
ま
た
基
幹
型
１
年
次
Ｄ
ｒ
は
、
面
談
時
に
説

明
の
と
お
り
来
年
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
希
望
用

紙
を
１
２
月
１
５
日
（
月
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
可
能
な
限
り
、
希
望
に
沿
う

よ
う
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
 

い
き
ま
す
が
、
希
望
に
沿
わ
な
い
場
合
 

等
は
個
々
に
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

  
臨
床
研
修
の
達
成
度
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
Ｅ
Ｐ

Ｏ
Ｃ
入
力
を
ロ
ー
テ
科
終
了
ご
と
忘
れ
ず
に
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
３
２
レ
ポ
ー
ト
も
溜
め
る

こ
と
な
く
、
指
導
医
の
添
削
後
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
レ
ポ
ー
ト
は
指
導
医
の
添
削
の
跡
が
見

え
る
も
の
も
一
緒
に
提
出
す
る
こ
と
。
）
 

 
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
入
力
・
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
状
況
は
、

皆
さ
ん
の
初
期
研
修
修
了
を
判
断
す
る
臨
床
研
修

管
理
委
員
会
へ
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
未
修
了
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得

ま
す
の
で
、
確
実
に
入
力
・
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

研
修
医
参
加
必
須
 

 
 
１
２
月
７
日
（
日
）
 

地
域
防
災
訓
練
～
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
～
 

 
１
２
月
第
一
週
日
曜
日
は
、
静
岡
県
地
域

防
災
の
日
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
当
院
で

は
毎
年
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施
し
、
研
修

医
の
先
生
方
は
ト
リ
ア
ー
ジ
ゾ
ー
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
 

 
当
院
は
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
地
盤
の
強
い
高
台
に
も
あ
る
た
め
、

災
害
時
に
は
多
数
の
患
者
が
搬
送
さ
れ
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
若
い
研
修
医
の

先
生
方
の
活
躍
も
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

例
年
行
わ
れ
る
訓
練
で
す
が
真
剣
に
望
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

 
静
岡
県
は
、
東
海
地
震
が
い
つ
発
生
し
て

も
よ
い
と
言
わ
れ
３
０
年
が
経
過
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
を
機
に
、
各
人
で
防
災
意
識
を
再

認
識
し
ま
し
ょ
う
。
 

 

昨年の様子（H25.12.1） 

＜11月予定＞ 
 

11日～ 
研修医個人面談 
 

14日 
救急専門医ﾚｸﾁｬｰ 
 

17日（布施.平野） 
医療安全感染対策委

員会 
 

20日 
研修医症例発表会 
 

27日（鈴木悠） 
診療部会議 
 

28日 
久木山教授講演 
（山梨大循内） 
 

※ﾎﾟｽﾀｰ等で日時を

確認し出席すること 
 

※研修医の代表が

出席するものについ

ては、出席後、全研

修医に伝達 

すること 

 
 

鈴
木
悠

Ｄ
ｒ
が
 

 
母
校
で
防
災
授
業
‼
 
 

 
 
 
 
 

 
１
１
月
１
２
日
（
水
）
、
 

市
立
青
島
北
中
学
校
で
開
 

催
さ
れ
た
防
災
授
業
で
、
 

研
修
医
一
年
次
の
鈴
木
悠
 

史
先
生
が
講
師
を
務
め
ま
 

し
た
。
３
年
生
約
９
０
名
 

（
３
０
名
×
３
ク
ラ
ス
）
 

に
対
し
、
救
急
看
護
師
と
 

共
に
、
心
肺
蘇
生
法
、
胸
骨
圧
迫
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
な
ど
、
災
害
時
の
対
処

方
法
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
鈴
木
悠
史
先
生
は
青
島
北
中
学
校
の

卒
業
生
で
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ

た
中
学
校
で
恩
師
の
先
生
と
の
再
会
を

懐
か
し
な
が
ら
も
、
後
輩
た
ち
に
「
災

害
時
に
は
中
学
生
が
大
き
な
力
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
」
と
呼
び
掛
け
熱
心
に
指

導
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
授
業
の
合
間

に
は
テ
レ
ビ
取
材
も
受
け
て
い
ま
し
た
。

 
今
年
度
は
、
市
内
の
中
学
校
４
校
を

巡
回
し
防
災
授
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

    

９月症例発表会の様子 

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信
 


